
ジェフリー・オヴ・マンマス

『メルリーヌス伝』(訳)(1)

六反田収

本稿は十二世紀中葉の作品であるジェフリー・オヴ・マソマス(Geo茸reyof

Monmouth,C.1150-54)のラテン詩『メルリーヌス伝』(Ⅵta拗ini)の訳,お

よび註である。

このメルリーヌス(Merlinus)とは,つまり,マーリソ(Merlin)-アー

サー王物語の中で"魔法使い"兼"予言者"として特異な働きを示すと共に,

その主要不可欠な登場人物の一人ともなっているかの"見老"マーリン-の

ことであり,ジェフリー・オヴ・マンマスのこの『メルリーヌス伝』は,事実,

アーサー王物語の成り立ちとその伝播普及に直接深い関わりを持つ作品である。

英国の一隅に逼塞することを余儀なくされたプリトン人の間に古くから伝わ

るさまざまな伝説が,それがアーサー王に関係あるなしにかかわらず,他の文

学に与えた影響は,今更ながら,まことに驚くべきものがある。それはたんに

英文学だけに限らず,広くヨーロッパ文学全体に及び,また時間的にも,中世

はおろか,遠く現代にまで脈々と続いている。ここではかりに中世だけに視野

を限ってみても,それは十二世紀後半のフラソスの詩人クレチャン・ド・トロ

ワ(ChritiendeTroyes)の作品に代表される,いわゆる"プリトソもの"と

称される多くのロマソス,ひいてはこれらフランスの作品に直接その源をあお

ぐ英国中世の騎士物語のかずかず,またそうした伝説の集大成ともいうべきサ

ー・トマス・マロリー(SirThomasMalory)の1485年に出版された『アーサ

ー王の死』(エβ肋rfgβ,Arf短r)等々,可憐優美な珠玉的佳篇から雄大鬱然たる
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超大作にいたる数多くの名作を産み出させている。しかし,与えた影響の汎ヨ

ーロッパ的規模とその多様性という点でまさに膣目するに足るこのような文学

史の大きな流れも,ジェフリー・オヴ・マソマスなしにはありえなかった。い

や,少なくとも,今われわれが見るものとは著しく異なったものとなっていた

ろうことは,確かである。

実際,本来ウェールズ地方を中心に口承や写本によって伝えられていた,便

宜的にアーサー王伝説の名で総称することのできるケルトの伝承に,このよう

な爆発的かつ永続的な国際化のきっかけを与えたのは,ジェフリー・オヴ・マ

ンマスのラテソ語による『ブリトソ列王史』(用地面日毎卿の鋸地肌通)であっ

た。このことは中世においてラテソ語で著述することの意義の大きさを証して

余りあるものであるが,われわれはすでにこの作品の中に,予言者であり,ま

たアーサー王の出生と深い関わりを持つ人物としてマーリソが,メルリーヌス

の名で描かれているのを知るのである。

彼の主著となったこの『ブリトン列王史』を書き続ける一方で,ジェフリ

ー・オヴ・マソマスは『メルリーヌスの予言』(乃叫血戒α』血祓通)なる小品を

著わし,最終的にはこれを前著に組み入れたが,なおその後,それとは別箇に,

それを更に拡充し,予言だけでなく,森での暮しぶりや肉親その他の人々との

関わり合いをも描いてこの人物に肉付けを行なった作品を,この度は韻文によ

って著わした。これがここに取り上げた,詩形を叙事詩に伝統的なへクサメタ

一にとる,全1529行からなる『メルリーヌス伝』である。

ジェフリー・オヴ・マソマスは,彼自身ウェールズ人であったか,あるいは

ブルターニュの血をひく人間であったとされ,また1152年にはウェールズの

セント・アサフ(StAsaph)の司教に選ばれており,また事実ウェールズ語の

Myrddin-これはスコットランド地方に伝わっていたLailokenがウェール

ズに入った際に得た名称である-をMerlinusとすることによってMerlin

(ないしはそれに類する形)をこの人物の名前として定着させたのも彼であったの
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だが,その彼も,面白いことに,ウェールズの伝承を必ずしもよく知っていた

わけではなかったらしく,大体この人物をアーサー王と結び付けて,以後のそ

の役割りを規定することになったのも,まったく彼の創意によるものであって,

更にこの人物には,本来互いに別箇のものであった,幼なくして大人達を驚か

せる程の物知りぶりを示す,いわゆる神童,あるいは怪童をテーマにするもの

と,人里遠く森の中で暮す狂人(cf.V.〟.,1.80:`silvesterhomO,)をテーマ

にする二つの系統の話が同時に持ち込まれている。そのために『ブリトソ列王

史』ではマーリン二人説としてその矛盾が早くから指摘されている。

もとよりこうしたことに頓着することのない奔放さを持つ"中世人"ジェフ

リーであるが,『メルリーヌス伝』では,このような前著の歴然とした齢酷は

見られず,まとまりを持った興味ある人物像を描き出している。この作品が,

ブリトン人の伝える伝承の国際的伝播の過程に照明をあてるものとして,『ブ

リトン列王史』と共に注目されねばならないことは当然であるが,それと同時

に.これが一箇の自立した物語として,更には詩として,立派に読むに足るも

のであることも,ぜひ付け加えておかなければならない。

メルリーヌスの予言の部分,それも特に580行から始まるものは,事柄の性

質上,理解の行き届かぬ点も多いが,全体にわたって固有名詞等については,

できうる限り註において説明を行なった。これらの註をつけるにあたっては,

特に『プリトソ列王史』のLewisThorpeによる英訳本Ge伽qfA短-

mouth:77ieHistoryqfiheKiwqfBritain(PenguinBooks,1966)の

`Index'に負うところが多い。またウェールズ語その他全般にわたって,当教

室の蜂谷昭雄氏の指摘に多くを学んだ。あわせて深く感謝いたしたい。

テキストはEdmondFaralのLaLdgmdeArthurienne,TomeIII(Paris,

1929)のリプリント版(AMS,NewYork,1973),pp.307-52に拠った。

なお,種々の都合で,(1),(2)の2回に分載することにした。(1)は731行まで,

(2)は残り全て,すなわち,732行から1529行までとなる。
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メルリーヌス伝

①

運命を語る予言者メルリーヌスの狂気と愉快な予言とを
(参

私は歌おう。そなた,司教の栄光たるロベルトゥスよ,

そなたは葦笛を吹き,わが歌のしらべをただし給え。

われらは知る,そなたが世の指導者・教導者として範を示すべく

知慧の女神がおのが聖なるネクタルをふり注ぎ,

そなたをすべての道に通じたる者となし給うたことを。
よみ

ゆえに私の企を嘉し給い,前任者にまさる
うたぴと

さらなる庇護の下にこの歌人を守り給え。

そなたはすぐれた徳のゆえに推挙され,先頃後継ぎとなった。

まことかくあらんことをそなたの人格が,全き生活が,生れが,

それにまた土地の利益が,聖俗すべての者が求めた。
③

ために今やリソコルニアの歓びは天に響いている。

それゆえ私もそなたを相応しい歌で称えんとは願う。

だが私には叶わぬこと。たとえオルペウスが,カメリーヌスが,
④

はたまたマケルが,マリウスが,大口のラビーリウスが,

九人のムーサともども,こぞって私のロで歌おうとも。

だが,汝ら,常に私と共に歌う詩神たちよ,

先に示した事柄を歌おう。汝らは竪琴を弾け。

さて,多くの王の下で多くの歳月が過ぎ去ってのこと,

プリトン人メルリーヌスは世に賢人と評されていた。
⑤

彼は王にして予言者であり,デーメーティアの倣慢粗暴な

民びとに法を布き,族長達に未来のことを語り聞かせていた。
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その間にも王国内の多くの頭領達は

互いに争い合い,恐しい戦争によって

罪もない人々を町毎に掠奪し苦しめていた。
⑥♂

ところで,ウェネドーティアの族長ペレドゥールスは戦いを
(む(釦

フコーチィアの王国を支配するグウェソノロウスに挑んでいた。

そして今や運命の定める戦いの日は来て,両将

戦場に立ち,両者の軍勢共に戦い合い,

共に等しく痛ましい殺教によって倒れた。
⑬

メルリーヌスもペレドゥールスと共にこの戦いに臨み,
⑩⑫

また同じく勇猛なクソプリア王ローダルクスも共にあった。

彼等は憎悪に満ちた剣で立ちふさがる敵兵を斬りすてた。

また戦いには兄につき従う族長の三人の弟達は

向い来る密集軍を続けざまに斬り伏せ,打ち滅ぼした。

ついでまた彼等は敵意を示す軍勢の中に同じ目的で

烈しく突進し,突然に殺され倒れてしまったのだ。

これを見て,メルリーヌスよ,汝は悲しみ,全軍の将兵ともども

悲嘆の声を上げ,坤きながらまたこのように言った。

「さてもかほどに害をなす力を酷くも運命は持っていたのか。

つい先までは多くの王が,多くの遠く離れた王国が恐れていた

これほど多くの,これほどすぐれた同志を奪い去ってしまうとは。

おお,定かならぬ人間の運命よ,近き死よ!

死は常に人間の身近にいて,隠し持った突き棒で

突き刺し,哀れや人の命を肉体から追い出してしまう。

おお,若者の誉れよ,今や誰が武器を執って

わが傍らに立ち,われを討たんと向い来る敵将を.

はたまた襲いかかる敵勢を,われと共に撃退しよう。
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勇敢な若者よ,汝らの勇敢さが汝らから

甘美な歳を,甘美な若々しさを奪ったのだ。

つい先までは武器を執って敵陣内を駆けめぐり,

行く手を阻む老どもを随処に打ち倒していた者が
あけ

今や地面を打ち,朱の血潮に赤く染まっている。」

このように彼は軍勢の中にあって涙もせきあえず悲嘆し,

勇者の死を悼んだ。しかし烈しい戦闘はいまだ止まず.

前衛は前衛とぶつかり合い,敵は相対する敵に倒され,

血潮はいたる処に流れ,双方共に多くの者が戦死した。

しかし遂にブリトン軍は軍勢を四方から呼び集軌

一つにまとまり,一つになって武器の間を突き進んで

スコーティア軍に襲いかかり,手傷を負わせてこれを打ち倒した。

しかしなお,敵勢が背を向け,道なき道を算を乱して

逃げ出すまでは,攻撃の手をやすめはしなかった。

メルリーヌスは味方を戦闘から呼び集め,彼等に

兄弟達を各々それぞれの廟に葬ることを命じ,

これら勇者の死を嘆いて涙を流すことをやめなかった。

彼は髪に塵を撒き,服を裂き,
⑬

地に伏して,あちこちとまろび身もだえた。

ペレドクールスも,また他の族長や頭領達も,彼を慰めたが,

慰められようとも,懇願の言葉を聞き入れようともしなかった。

すでに三日が過ぎてもまだ彼は嘆き暮らし,

食事を拒けていた。それほどの悲しみが彼を苦しめていたのだ。

このように多くの深い嘆きの声であたりの空気を満していると,

またも狂気に襲われ,ひそかに彼は人々から身を遠去け,

森へ向かって逃げたが,逃げる途中も人目を避け,
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森に分け入り,喜んでななかまどの根かたに身をひそめ,

獣たちが森の空地に草をはむさまに見惚れていた。

ときには獣たちを追い掛けたり,追い抜いたりもし,

喜んで草の根を食べ,草の葉や茎を食べ,

木の実や薮苺の実を食べた。

まるで森で生れたかのように森の住人となったのだ。

ついで,夏の間中,誰に見つかることもなく,

われを忘れ,肉親縁者を忘れて,

野獣のように森に隠れひそんでいた。

しかし,冬が来て,草を奪い,またすべての

木の実を奪い,楽しみとするものもなくなると,

哀れな声でこう不満を述べ立てた。
⑱

「天主たるキリストよ,どうすればよいのです。この地上の

どこに私はいられるのです。食べるものとて何一つなく,

地には草も,木には実とても見あたらぬ今は。
⑬

十二と七本の若々しい林檎の木が実を結ばせて

かつてはここに立っていた。なのに今はない。では誰がそれを,

誰が私から奪ったのです。何処へ突然行ってしまったのです。

今見えていて,今は見えない。このように運命が私に逆らい,

このようにまた心に留めて,見えたりも見えなくもしている。

今や私には林檎もなく,他の何物もない。

森は葉もなく実もなく立っている。これは二つながら災難で,

私は葉で身を覆うことも,実を食べることもできない。

その一つ一つを冬が奪い,雨を降らす南風が奪った。
かぷら

たまたま地中に深く蕪を見つけても,

貪欲な野豚や貪埜な猪たちが駆け寄って来て,

11
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ジェフリー・オヴ・マン‥マス『メルリーヌス伝』(訳)

かぷら

土から引き抜いたその蕪を私の手から奪い取ってしまう。
⑬

愛する友の狼よ,いつも私と共に人の通らぬ森の中や

森の空地をさまよい,耕地には滅多に近寄ることのない狼よ,

お前も,また私も,激しい飢えが力を弱らせてきた。

お前は先にこの森に住み,お前を先に歳の数が

白髪にかえたが,そのお前がロに入れるべきものを持たず,

また何をロに入れるべきかも知らない。森の空地にはあれほど多く

お前の恰好の餌食となる山羊や獣がいながら,不思議なことだ。

恐らくは他ならぬお前のそのいとわしい年嵩が

力を奪い,駆けることを許さぬのだ。

今はただ遠吠えの響きであたりの空気を満すばかりで,

だらしなく寝そべり,疲れた手足を地面に投げ出している。」
はしばみ

このようにさまざまの潅木や榛の繁みの中で声を響かせていると,

その声がそばを通りかかったある男の耳にとどいた。

男は人の語る言葉の聞こえて来る方へと

道をとり,その声の出処を見つけ,語り手を見つけた。

この男を見るとメルリーヌスはそこを離れ,旅人は後を追ったが,

このようにして逃げ出した男を引き止めることはできなかった。

そこで旅人は道を再び最初に向かっていた方へととり,

この出来事はなお気掛りではあったが,旅の計画に従った。

見よ,向うから別な旅人がやって来た。これは
⑰

ガニエーダを妻にめとり,美しい妻に満足していた

クソブリアの王ローダルクスの王宮から来た男であった。

このガニューダはメルリーヌスの妹で,兄のことを

悲しみ,それで兄を呼び戻そうと家来達を

遠くの森や野に遣わしていたが,それでその内の一人が

13
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こちらに,いや,あれはという問にもうここに来ていたのだ。

二人の旅人は出合い,互いに挨拶の言葉を交わした。

だが更に,メルリーヌスを尋ねるベく遣わされた男は,

森か森の空地でメルリーヌスを見なかったかと尋ねた。
⑬

相手が言うには,カリドーソの森の潅木の生い繁る

空地の中でそのような男を見かけはしたが,

共に語り,共に腰を下ろしてほしいものだと思っている内に,

樫の木の森にすばやく駆け込み,逃げてしまった,

とそう話した。第二の旅人はそこを離れ,森に入り,また
⑬

深い谷を隅なく探し,それにまた高い山々をも踏み越え,

ほの暗い場所をいたる処探しまわった。

とある山の頂に泉があって,
はしばみ

周囲を榛や他の潅木の深い繁みにかこまれていた。

そこにメルリーヌスは坐り.そこからまわりの森に

獣たちが駆けたり,戯れ合っているさまを眺めていた。

使いの者はこの山に登り,足音を忍ばせて急な坂を

男の姿を求めながら進んだ。すると遂に泉と,

草の上に向うむきに坐ってこのような言葉で

悲しみ嘆いているメルリーヌスを見た。

「おお,すべてを支配なさるお方よ,どのような理由で

季節は同じように四つに分けられはしなかったのです。

春は当然のこととして花と繁り薬を与え,

夏は稔りを,秋は熟れた果実をもたらす。

次ぎには凍てつく冬が続き,他のすべてを

滅ぼし,荒廃させ,雨と雪とを持ち帰って来る。

烈しい嵐ですべてを遠去け,痛めつけ,

15



16 ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)
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大地が種々様々な花を生み出すことを許さず,

樫が樫の実を,板碑が柘楢の実をつけることも許しはしない。
⑳

ああ,冬や自霜などなければよいものを!

それが春か夏であれば,郭公は歌いながら戻って来て,

また優しい歌で悲しい心を和らげる
ナイテイソゲール

夜鳴鷺や貞節の誓いを守る雉鳩も来て,

その他の鳥たちも皆若葉の問で声を揃えて

鳴き,その歌の調べで私を暖かく抱きしめてくれようし,

一方,縁の草に覆われた若やいだ大地は

若々しい花の香りを漂わせ,泉は低く囁きながら

流れ,傍らの菓蔭では鳩が眠りを誘う坤き声を

あげて,その声で深い眠りをかき立ててくれようものを!」

使いの者は予言者の言葉を聞き,自ら携え持った

琴の調べで彼の嘆きをさえぎり,そうすることで

彼の心を奪い去って,彼の激情を鎮めようとした。

そこで順々に悲しげな弦を指でかき鳴らし,

後ろに身を隠したまま,こう低い声で歌った。
匂)

「ああ,憂いに沈むグウェソドロエーナの恐るべき坤き声!

ああ,泣き濡れるグウェソドpニーナの哀れな涙よ!

あわや息絶えんとする哀れなグウェソドpェーナこそ哀れなれ!
⑳

ワリアユには彼女ほどに美しい女はかつてなく,
いぼたはなぴら⑳

その輝きは諸々の女神にも,水場の花弁にもまきり,

咲き誇る薔薇にも,野に匂う百合にもまきっていた。

春の栄光は彼女一人に輝きを放ち,

両の眼は星の美しさをたたえ,

髪は黄金の焙めきに光り輝いていた。
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18 ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)
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それがみな,すべての美しさが,今や消えてしまった-
かんばせはだえ

色艶も,容も,雪のような肌の輝きもみな。

あまりの悲しみに追い出され.かつての美貌は今はない。

まこと主人の行方も知らず,生きているものやも,

すでに亡き者やも知らず,ために見る影もなく蒙れはて,

長い間の悲しみに痩せ衰えてしまっている。

同じ悲しみにガニエーダも彼女と涙を共にし,

兄の不在を慰めようもなく嘆いている。

一人は兄ゆえに,一人は夫ゆえに泣き,二人共に

ひたすら涙に身をまかせ,悲しい日々を送っている。

食べ物とて何一つロにせず,また夜は繁みをさまよう彼女らを

眠りが抱きしめてはくれない。それほどに二人の悲しみは大きいのだ。

カルターゴーのディードーは.アテネーアースの船隊が錨を上げて

急ぎ立ち去ったとき,まさにかくの如く悲しんだのであったし,

デーモボオーソが約束の期限に戻って来なかったとき

見るも哀れにピュルリスはかくも坤きながら涙を流し,
⑳

ブリーセーイスは失ったアキッレウスをかくも激しく嘆いた。

それほどに妹も妻も共に泣き悲しみ,

胸の激しい痛みに絶える間もなく苦しんでいる。」

悲しげな琴に合わせて使いの者はこのように

歌い,美しい旋律で予言者の耳を撫でて,

彼が心を和らげ,歌い手に好意を抱くようにしむけた。

直ぐさま予言者は立ち上がり,この若者に愛想よい

言葉で語り掛け,今一度指で弦をかき鳴らして
ェレジー

先はどの哀歌を歌ってくれるようにと頼んだ。

若者は琴に指を当て,命じられた歌を再び
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弾いて,今やすでに琴の甘美さの虜となった彼に,更にまた

歌の調べで少しずつ狂気を捨て去るよう強いたのだ。

それでメルリーヌスはわれに帰り,かつての自分を

思い出し,己れの狂いように驚き,また嫌悪した。

以前の知性も戻り,また感情も戻って来て,

今や理性を取り戻した彼は,憐憫の情に動かされ,

妹の名を聞き,また妻の名を聞く度に坤き声を上げ,

ローダルクス王の宮殿に案内してくれるようにと請うた。

相手はその願いを容れ,直ぐに二人は森を捨てて,

共に喜びながら王のいる町へ向かったのだった。

さて,兄が戻って来たことを妹は喜び,

また妻も夫の帰りに明るさを取り戻し,

二人は争って口付けを重ね,両腕を彼の首のまわりに

まわした。それほどの愛情を二人は抱いていたのだ。

王もまた相応しい栄誉をもって彼の帰還を迎え,

王宮内のすべての者も,町の重立った面々も,皆喜び合った。

しかしメルリーヌスは非常に多くの人間を間近に

見て,その人の多さに耐えきれなくなると,

実際狂気に襲われ,再び激情に満されて,

森へ行くことを願い,ひそかに出て行こうとした。

それでローダルクスは,番人を置いて彼を引き止め,

琴の音で彼の激情を和らげるようにと命令し,

彼のもとに来て悲しげに懇願して言うには,

どうか理性を働かして一緒にいてくれるように,

王位に即いて狂暴な民びとに法を行なうことが
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できる限りは森へ行こうなどとはせず,獣のように

樹の下で暮そうなどと考えないではしいと頼んだ。

今この場で多くの贈物を与えようと彼は約束し,

命令を下して衣服や,鳥や,犬や,

足の疾い四足獣や,黄金や,輝く宝石や,
⑳⑳

シゲーニーの町のグウィェランドゥスの彫った酒杯を運ばせた。

その一つ一つをローダルクスは予言者の前に拡げて勧め,

王のもとにとどまって森を捨てるようにと説いた。

それに予言者はこう答えて贈物を断った。

「それらは不足に悩み,僅かのものでは満足せず,

最も多きを麒う歴々がわがものとするがよいのだ。

私にはカリドーソの森の枝葉を拡げた樫の木や,

高く奪え立つ山の麓に広がる線の牧場の方がいい。

私が好むのはそれで,これらではない。こうしたものは,

ローダルクス王よ,ご自分の手に収めてほしい。私のものは

私が何より好む,木の実豊かなカリドーソの森が持っていよう。」

遂にはどのような贈物によってもこの悲しんでいる男を

引き止めることはできず,王は命じて彼を頑丈な鎖で縛らせ,

自由に人里離れた森に逃げ出せぬようにした。

それで予言者は,体のまわりに縛めを受け,

最早自由の身でカリドーンの森へは行けないことを知ると,

悲しみ嘆き,不興げに黙りこくってしまい,

蕨の表情から喜びの色をすべて取り去り,

言葉もロにせず,また笑うこともしなかった。

一方,王妃は宮殿の中を殿に会いに

行った。すると王は相応しい礼をはらって迎え入れ,
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FlectereRodarchusneccurrisissethaberet,
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ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)

彼女の手を取って坐るように勧め,

抱擁し,美しいロに眉を押し当てた。

そうこうしながら目を彼女に向けると,

彼女の髪に一枚の木の葉が付いているのを見た。

それで指を持っていってそれを取り去り,

床に捨てて愛する妻と陽気に戯れた。

この様子に目を向けると予言者は笑いを発し,

これまで何故笑わぬのかと互いに不思議がっていた

近くにいた者達の日を彼の方に向けさせた。

王もまた驚いて,このように不意になされた笑いの理由を

狂った彼に明らかにするように問い,

更には多くの贈物をその言葉に付け添えた。

彼は沈黙し,自分の笑いを説明しようとはしなかった。

しかし更に一層の報酬と懇願とで彼を動かそうと

ローダルクスはし続けた。それで遂に予言者は

その贈物に腹を立て,王にたいしてこう言った。

「贈物は貪欲家が好み,欲深者が求めるものだ。

彼等は贈物に誘惑され,命令されれば何事にも

容易に従ってしまう。現在持てるものに満足しないのだ。

だが私には魅力的なカリドーンの木の実と

花香る草地を流れる清らかな泉の水で十分だ。

贈物で私は籠絡されはしない。贈物は貪欲な者が受けるがいい。

もしも自由が与えられて,再び森の線なす谷間に

戻れるのでなければ,笑いを説明することは断りたい。」

それでどのような贈物によっても予言者の決心を変えることは

できず,また何故笑ったのかも聞き出せなかったために,
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ConfestimsuavinclavirodissoIverejussit,

Datquepotestatemnemorumdesertapetendi,

Utvelitoptatamrisusexpromerecausam.

TuncMerlinusaitgaudens,quiapossitabire:
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ErgosupertaliRodarchuscriminetristis
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Mequenecexmeritodamnas,Credisquefurenti,
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Multotiensquicrediteifitstultiorillo.

Excipenuncigitur:neSimdecepta,prObabo

Quodsitdelirus,quOdnonsitveralocutus.》

Utpluresalii,fueratpuerunusinaula.

Hunccumprospiceret,COnVOIvitprotinusartem

Ingeniosanovam,quaVultconvincerefratrem.
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ローダルクスは直ちに彼の縛めを解くよう命令し,

人気のない淋しい森に行く許可を彼に与えて,

求める笑いの理由を述べる気にさせようとした。

するとメルリーヌスは出て行けることを喜んでこう言った。

「私が笑った訳は,ローダルクスよ,あなたが

同じ行為によって罪に値すると同時に賞讃に値したためだ。

あなたは今Lがた王妃が知らずに髪に付けていた

木の葉を取り去って,あなたの彼女にたいする誠実さが,

繁みに入ってそこで間男と会って交わった際の

彼女のあなたにたいする誠実さに優ることを示した。

仰向けに伏したとき,彼女の解かれた髪に

たまたま一枚の落葉が付き,それを知らずにあなたは取り払ったのだ。」

さて,このような告発を聞くとローダルクスは

急に不気嫌になり,彼女から裸をそむけ,

彼女を妻に迎えた日を呪った。

動揺はしたものの,彼女は決して笑わぬ顔に恥じらいを

隠して,このような言葉で夫に話し掛けた。

「まああなた,何故お悲しみです。何故これでこうもお怒りになり,

いわれもなく私を脊めて,気違いの言葉を信用なさるのです。
まこと

理性を欠き,真と偽りとを混同している者の言うことです。

もう幾度となく彼を信じた者が彼以上の物笑いとなっております。

ですから,さあ,お聞き下さい。私の目に狂いがなければ,

彼は錯乱していて,真実を語ったのではないことを証明いたしましょう。」

この宮殿に他の多くに混じってある一人の小姓がいた。

彼女はこの小姓の姿を認めると,即座に新しい策略を

気転よくめぐらし,兄をやり込めようと考えた。



28 ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)

Indevenirejubetpuerum,fratremqueprecatur,

Quamorituruserit,pueripraediceremortem.

Ergofraterei:≪Sororocarissima,dixit,

Hicmorieturhomodecelsaruperuendo.〉
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TuncMerlinusait:≪Puerhic,CumVeneritaetas,
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Dixerat.Illasuumsicestaffatamaritum:

≪Siccinetepotuitfalsusperverterevates,
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At,Siscirevelis,quaSitrationelocutus

Hocnuncdepuero,CenSebisfictafuisse

Quaedemedixit,dumsilvaspossitadire.

Absituthocfaciam!Castumservabocubile,
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Vestequefemineavestiri,SICqueredire.
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ジェフリー・オヴ・マソマヌ貯メルリーヌス伝』く訳)

そこでその小姓に進み出るよう命令し,兄に向かって

彼がどのようにして死ぬか,彼の死を予言するよう請うた。

それで兄は彼女にたいして「おお,最愛の妹よ」と言い,

「この男は高い崖から落ちて死ぬであろう」と言った。

彼女はこの言葉を聞くと笑いながら,小姓にさがるように,

そしてまた,着ていた服を脱ぎ捨てて,

新しい服を付け,長い髪も短く切って,

別人のなりで再び戻って来るようにと命じた。

それで小姓は命令に従い,実際言われた通りに

服装を変え,また彼等の所に戻って来た。

直ぐまた王妃は兄に懇願し,こう言った。

「この者の死がいかなるものか,あなたの愛する妹に語って下さい。」

するとメルリーヌスは言った。「この少年は,成人した暁に

気まぐれを起こし,頑丈な木に下がって死に屈するであろう」と。

彼がそう言うと,彼女は夫にこう語り掛けた。

「私があのような罪を犯したとお考えになるほどに

あなたを惑わす力をこの嘘つき予言者は持っていたのでしょうか。

でも,彼がどれほど理性的にこの小姓について語ったかを

あなたに知る気がおありなら,私について言ったことが

森へ行けるようにするための作り事だったとお認めでしょう。

私がこんなことをするなんて!私は貞節な臥床を守り,

命ある限りいつも私は貞節な妻でありましょう。

私はこの小姓の死について問うことで彼をやり込めたのです。

さあ,またやり込めて見せましょう。注意深い判者とおなり下さい。」

こう言うと,また小姓にたいして,黙って引きさがり,

女の服を着て,その姿のまま戻って来るよう命じた。

29



30 ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)

Moxpuerabscessit,jussumqueperindeperegit,

Etsubfeminearediitquasifeminaveste,

Etstetitantevirum,Cuisicreginajocando:
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ジェフリー・オヴ・マン‥マス『メルリーヌス伝』(訳)

直ぐに小姓は退出し,言い付けに従い,

女さながらに女の服を纏って戻って来て,

メルリーヌスの前に立った。王妃は彼に浮かれた調子で

「さあ,兄上よ,この乙女の死を予言して下さい」と言った。

「この乙女は」とばかりか,更には「河で死ぬであろう」と

兄は彼女に言い,そう答えた彼の理性のありように

ローダルクス王はつい大笑いした。何故ならば,一人の小姓の

死を問われて,三つの未来を彼が語ったからであったのだ。

それ故,王は彼が妾について偽りを語ったものと考え,

彼の言葉を信用せず,それまで十分信用しきっていたことを,

そして愛する妻を責めたことを悲しみ,嫌悪した。

それを見た王妃は赦しを与え,口付けをし,

うまく気嫌をとってまた再び彼を陽気にした。

一方,メルリーヌスは森へ行こうと考え,

館を出て,門を開けるよう命令した。
⑳

しかし妹は立ち塞がり,徒な涙を流しながら,

まだここにいて乱心を治めるようにと軒んだ。

彼は頑として計画を止めようとはせず,

あくまで門を開けて出て行こうとして,

唸り,押し退け,召使い達に唸り声で開門を迫った。

遂にもう誰も出て行こうとする彼を引き止めることが

できなくなると,王妃は他の場所にいたダウェソドロニーナに

すでに立ち去ろうとしている夫の所に急ぎ来るよう命じた。

彼女は来た。そして脆いて彼にとどまるよう懇願した。

だが彼はその願いを撥ねつけ,とどまろうとはせず,また彼女を

以前のように喜びの表情で格別見ようともしなかった。
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Illadolet,且etuquenuit,1aniatquecapillos,

Etsecatunguegenas,ethumimoriendovolutat.

Idreginavidensaffaturtaliterillum:
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Huicigiturdeturnubendijustafacultas,

Arbitrioquesuo,quemgeStitducere,ducat.

Praecaveattamenipsesibiquiduxeritillam,

Obviusutnunquammihisitneccominusastet,

Sedsedivertat,ne,Simihicongrediendi
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Diversaequedapesconvivisdistribuentur,

Ipsemetinterero,donismunitushonestis,

DitaboquedatamprofuseGuendoloenam.≫

Dixerat,atqueValegradienssubjunxitutrique,
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彼女は悲しみ嘆き,涙を流し,髪をかきむしり,

爪で煩をひっかき,地に伏して死なんばかりに身悶えた。

王妃はそれを見て,彼にたいしてこう言った。

「夫と析むあなた故にこれほど苦しんでいるグウェソドロニーナは
やもiら

どうなるのです。再婚させるのですか。それとも寡婦のままでいるよう,

あるいは行く所どこへでもついて来るよう命令なさるのですか。

実際彼女はあなたとならついて行き,あなたが愛する夫である限りは,

森であれ,森の中の録の草地であれ,喜んで一緒に暮すでしょう。」

この言葉にたいして予言者はこう答えた。
⑳

「私は,妹よ,まるで暑い盛りのウィルゴーの水道のように

広い水溜りに涙を注ぎ込んでいるこいつは嫌いだ。
よみ

だが,エウリュディケーが冥府の沼川を渡った後,

家事の手龍を少年達にまかせたオルペウスのように
⑳

私は関心を他に移すことはしない。

いずれをも退け,ウェヌスの破れを去って,清らにいよう。

従って,この女には結婚する正当な権利が与えられよう。

おのれの判断に従って,夫としたい男を夫とするがよい。

ただし,彼女をめとった男は,私に出会ったり,

近づいたりは決してしないように注意してもらいたい。

もしも蕨を合わせるようなことになって

勢い激しい大刀を浴びることのないよう私を避けてほしいのだ。・

厳粛な法に則る婚礼の日が来て,

様々な馳走が客に振舞われるそのときには,

私も立派な贈物を持ってそれに加わり,

惜しみなく与えてグウェソドロエーナを富ましめよう。」

そう言うと,歩きながら双方に別れの言葉を告げ,
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Etpetiitsilvas,nulloprohibente,Cupitas.

Guendoloenamanetspectansinliminetristis,

EtreglnaSimul,CaSuquemOVenturamlCl,
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誰に阻まれることもなく,待望の森を目指した。

グウェソドロエーナは悲しく眺めながら門に立ちつくし,

王妃もまた同じであった。友人達はこの出来事に胸を打たれ,

また狂った男が秘密の事柄を知っており,

妹の情事を知っていたことにひどく驚いていた。

だが彼等も小姓の死については彼が嘘を言ったと考えた。

一つを言うべきときに,三つの死を語ったからであったのだ。
モらごと

それからも長く,何年もの間,彼の言葉は空言と見なされていたが,

やがてかの小姓が成年に達した。すると

彼の正しさがすべての人に明らかとなり,多くの人に認められた。

その訳はこうであった。この男は犬をつれて狩りに行き,

薬の繁った森に鹿がひそんでいるのを見つけ,

犬を放った。犬は鹿を見ると道もない所を

踏み越え,吠え声であたりの空気を満した。

彼自身も馬に拍車を入れ,その後から角笛や

言葉で指図しながら追い掛け,召使い連の働きぶりを

罵って,一層疾く走ってついて来るよう命じた。

そこに険しい山があり,四方を岩でとり囲まれ,

そのすぐ下の平地を河が流れていた。

獣はこの山をのぼって,河の方へ向かって逃げ,

いつものように慎重に判断しながら隠れがを求めた。

若者はせき立て,彼もまたその山を一直線に

のぼり,横たわる岩の間を通って鹿を探した。

するとそのとき,勢の赴くままに,あろうことか

四足獣が高い崖から足を滑らせ,乗り手の彼もまた

はからずも山の絶壁を下の河へと落ちて行った。
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Uttamenhaereretpesejusinarborequadam
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IpsiusquenepossceleratasorteConanus

Perpatruijugulumsumptodiadematerexest.

Attu,SummaVenus,quaeCertOliminelabens

415

420

425

430

435
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しかし彼の片足がとある一本の木に引っ掛かり,

体の他の部分は河の水に浸される結果となった。

かくして彼は落ち,水に浸され,木にぶら下がり,

予言者の正しさを三重の証拠によって示したのだった。

予言者は森に分け入り,まるで獣同様に,

堅く固まった水の冷たさに耐えながら,

雪や,雨や,荒々しく吹きすさぶ風の下で暮していた。

こうした生活が,自領の町々に法を行ない

粗暴な民びとを服従させることよりも気に入っていたのだ。

一方,彼がもう何年もの間このような生活を

ずっと森の獣たちと共に送っていたために,

グウェソドロユーナは正式に再婚することになった。

夜であった。月の両端は明かるく輝き,
ともしび

円い天空に下がるすべての灯が光を放ち,

空気はいつになく澄んでいた。それも厳しい寒さが

陰鬱な北風を追い出し,乾いた風で雲を払って,

一天澄み渡った空にしていたからであった。

予言者は星の動きを山の高みから

眺めながら,こう一人静かに夜空の下で考えた。
マ′レス

「あの火星の輝きは何を意味するのか。王が死に,

他の著が王とならんことをこの異常な赤らみは示すのか。
⑳

確かに私はそのように見る。実際コソスタンティーヌスは逝き
◎

今やその甥にあたるコナーヌスが呪われた運命により

叔父君を殺害して王冠を得,王となっている。

しかし,汝,黄道帯の下で定まった道を進みながら
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ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)

ウ=ヌス

太陽の歩みに付き従って行く最高の金星よ,

何故天を引き裂く二つの光が汝に添うているのか。

その切り裂かれた光はわが愛する妻の離別を示すのか。

実際このような光は愛の疎遠を徴すものなのだ。

恐らくは留守の私をグウェソドロエーナは捨てて,

喜んで他の男の抱擁に身をまかせているのだ。

つまりは,かくして私は敗れ,かくして他の男が彼女を待,

かくして私の権利は愚図ついている間に奪われてしまった。

実際かくの如くにしてだ。とかく愚図な恋人は,愚図でもなく,

留守もせず,いつも身近にいる恋人に先を越されてしまうのだ。

だが私は嫉みはしない。今やめでたく式を挙げ,

新たな夫と睦ぶがよい。私もそれを許そう。

あす夜が明けたならば,別れた際に約束した

贈物を彼女のもとに私は持って行こう。」

こう言うと,森や草地を残らず廻って,

群いる鹿を玲羊や野呂鹿などと共に

一つの群にまとめ,一頭の鹿の背にまたがり,

夜が明けると,この群を後から追い立てながら

急ぎグウェ:/ドロニーナの婚礼の場所に向かった。

そこまで来ると,彼は鹿たちを辛抱強く門の前に

立たせて,こう大声で叫んだ。「グウェソドロエーナよ,

ダウェソドロエーナ,わしは来たぞ。お前を贈物が待っているぞ。」

それで直ぐに煩笑みながらグウェ.ソドロユーナはやって来て,

彼が鹿の背にまたがり,その鹿が彼にたいしてそんなにも

頒従なのに驚き,またこれほどの獣を一つにまとめて,

牧童がいつも牧草地に連れて行く牛をそうするように,
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ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)

ただ一人でそれを彼が後から追って来たことに驚いた。

高い窓から花婿は立って外を眺め,馬ならぬ

鹿にうちまたがる地上の騎手を見て笑い声を立てた。

しかし予言者は彼を見て,それが誰であるかを

悟るや,やにわに彼が乗って来た鹿の角を

引き抜き,勢い激しく彼をめがけて投げつけ,

彼の頭をずっと奥まで打ち砕き,彼の息を

途絶えさせ,命を虚空に追い出してしまった。
きぴす

それから直ぐさま踵の鞭で鹿を駆り立て,

急いで逃げてまた森に戻ろうとした。

しかしこの騒ぎにいたる所から家来達が現れ,

野や畠を越え素早い足で予言者の後を追って来た。

確かに疾く蓬か先頭きって走っていた彼は,行手に

もしも河がなければ,無事森に着いていたことだろう。

というのも,獣が飛び込んで河を渡る途中で

メルリーヌスはその急な流れの中に転げ落ちてしまったのだ。

召使達は岸を取り巻き.泳ぎ寄る彼を揃え,

館に引っ立て,縛られた姿のまま妹に引き渡した。

虜となった予言者は再び悲しみに沈み,あくまで

森へ行こうとして,縛めを解こうとあらがった。

そして笑うことを拒み,飲み物も食べ物も退け,

その悲しみようは妹をも悲しませた。

それでローダルクスは彼がすべての喜びを捨て,

用意された御馳走も食べようとしないのを見て,

憐れに思い,彼を町の広場の人中に連れ出すよう
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ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)

命令し,そこで売られている珍しい品々を見ることで

彼を楽しませようと考えたのだった。

という訳で連れ出された彼は,宮殿の外に出たとき,

門の前にみすぼらしいなりをした召使を見た。

この召使はこの門の番人で.前を通る人々に

口を震わせながら服を買うための喜捨を乞うていた。

直ぐに予言者は足を止め,その貧しい男を見て笑った。

それからまた先へ進み,新しい靴を手に持って

靴修理の草を買おうとしている若者を見た。

そのとき再び彼は笑い,もうそれ以上広場を歩いて

彼が見た人々の見世物に自分がなることを拒み,

森へ行こうとしてその方を幾度も振り返えり,

その方へ足を向けようとしては引き止められた。

それから召使は館に帰り,彼が二度

大笑いし,それにまた森に戻ろうとしたことも報告した。

それで直ぐにローダルクスはその笑いの表わすものが

何であるかを知ろうとして.その場で直ちに縛めを

解くよう命令し,笑いの意味を説明してくれるならば,

いつもの森に戻ることを許そうと彼に言った。

喜んだ予言者は王の前に立ってこう答えた。
みなり

「門の前に貧しい服装の門番が坐り,

服を買う金を施してくれるようにと

いかにも困った様子で道行く人々に物乞いしていた。

しかし男はその時,自分の足下に隠された

お金の山を持つ,隠れた分限者だったのだ。

それで私は彼を笑った。彼の足下の土を掘り返せば,
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ジェフリー・オヴ・マンハマス『メルリーヌス伝』(訳)

長い間彼が番をしていたお金が見つかるはずだ。

そこから更に広場の方へ連れて行かれたとき,私は

靴と一緒に靴修理の草を買っている男を見た。

もしも履き古されて孔があいたはあいには

それで繕い.また元通り使おうと考えてのこと。

その男をまた私は笑った。何故ならば,その靴も,

また合わせ買ったその事も,哀れや直ぐに使えなくなる

はずの男であったからで,実際もうすでに彼は水に溺れ,

岸辺に漂っている。行って見れば見られるはずだ。」

彼の言葉を確かめようと考え,ローダルクスは

直ぐに河に行くよう周りの家来に命令し,

もしも万一そのような男が近くの岸辺で

溺れているのを見たならば,急いで報告せよと命じた。

主命を彼等は立派に果した。実際流れに沿って行き,

その若者が汚い泥の中に溺れ死んでいるのを

見つけ,館に帰ってそのことを王に報告した。

しかしまた一方,王は門の番人を遠のかせ.

地面を掘り下げ,掘り返して,その下にあった
⑳

財宝を見つけ,喜び浮かれて予言者を拝した。

かくしてこうした事が終ると,町の人の多きを嫌う

予言者は,住み慣れたいつもの森へ急いで行こうとした。

王妃は彼に一緒にいてくれるよう,そして

好きな森へ行くのは暫くの間猶予して,それは

今続いている白い冬の寒さが行ってしまい,

再び夏が柔らかな木の実と共にめぐって来て,
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木の実も食べられ,陽気もよくなってからにするようにと勧めた。

彼はそれに逆らい,このような言葉で彼女に

語り掛け,寒さもものかは出て行こうとした。

「おお,愛する妹よ,何故私を引き止めようとする。
はやて

たとえ冬が疾風で私を脅かそうとも,

また冷たい北風が荒々しく吹きすさび,

突然の宅で羊たちを傷つけようとも,

また南風が雨を降り注いで川を濁らせようとも,

私は人気のない森と巌の草地を求めて止まぬのだ。

僅かなもので満ち足りる私は凍てつく霜にも耐えられよう。

そこでは葉の繁った木の下のかぐわしい香りを放つ

草花の問に,夏,体を横たえることは楽しかろう。

だが,冬の季節に私に食べ物が不足することのないよう,

どうか森に家を建て,それに召使を付けてくれ。

土が草を,木が木の実を与えてくれぬときは,

彼等が私の命に従って食事の用意をしてくれよう。

何はともあれ先ず一軒他からは遠く離れた所に家を建て,

それに七十の戸口と同じ数の窓を付けてくれ。

その窓から私は金星や火を吐く太陽を眺め,

また夜は空を滑って行く星を観察するのだ。

それらは王国内の人々の未来を私に教えてくれよう。

また私の口述を筆記できる同じ数の書記を置き,
タプレツト

私の予言を書板に書き写すよう計らってくれ。

お前も,おお,愛する妹よ,度々やって来て,私の

飢えを飲み物や食べ物で癒してくれ。」

そう言うと,急ぎ足で彼は森へ行ってしまった。
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ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)

ところで兄の言葉に妹は従った。実際命じられた館や

その他の家も建て,彼が彼女に命じたすべてを果したのだ。

だが彼は,まだ果物もあり,太陽が空を

より高く登って行く間は,喜んで繁り葉の下にとどまり,

西風にななかまどのそよぐ森をさまよっていた。

しかし烈しい嵐に髪を逆立てた冬がやって来て,

森や大地からすべての恵みを奪い取り,

降り続く雨に食糧がなくなってしまうと,

悲しげに腹を空かせてこの館にやって来た。

そこを幾度も王妃は訪れ,御馳走や

それにまた飲み物も喜んで兄のために運んだ。

彼はさまざまな食べ物で元気を取り戻すと,

直ぐに立ち上がって互いに妹と賞讃の言葉を交し合った。

それから家の中を歩きまわって星を眺め,

その時知った未来の事柄をこう予言した。
⑳

「程を越えて絶えず増え行く多くの富に

倣り高ぶるブリトン人の,おお,何たる狂気よ!

彼等は平和を楽しもうとはせず,復讐心に駆り立てられ,

内乱を起こし,同族間で戦い合い,

主の聖堂は崩れ行くにまかせ,

神聖な司教達を遠い国々に追い払っている。
⑳

コルヌビアの猪の子孫達はすべてを混乱させ.

互いに待伏せしては邪剣を揮って

互いに殺し合い,それにまた王冠を奪われていても

王国を正当にわがものとしようとはしない。

そこに一層残忍狂暴な第四の者が現われるであろう。
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DoneccrescentitribuaturCumbriagenti.

CambriGewissos,pOStillosCornubienses

Afhcientbello,neCeOSlexulladomabit.

KambriagaudebitsuffusosangulneSemPer:

GensinimicaDeo,quidgaudessanguinefuso?

Kambriacompelletfratrescommitterepugnas

Etdamnaresuossceleratamortenepotes.

ScotorumcuneitransHumbrumsaepiusibunt

Obstantesquevirosperimentpietateremota;

Nonimpunetamen:namCaeuSductorobibit;

Nomenhabebitequlquifietsaevusinillo,

Finibusexnostrisheresexpulsusabibit.

Scote,reCOndetuos,quOSnudas,OCiusenses:

Vistibidispareritnostracumgenteferoci.

CorrueturbsAcelud,neCeamreparabitinaevum

Rexaliquis,donecsubdaturScottusduello・

UrbsSigenietturresetmagnapalatiaplangunt

Diruta,doneceantadpristinapraediaCambri・

Kaerperisinportusuamoeniaruptavidebit,
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ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)

この者を海の狼が戦いにおいて打ち負かし,敗れた者を
⑳

サブリーナ河のかなたの野蛮な国々に追い払うであろう。
⑳

またカエルケリーの町を取り巻く包囲陣をしき,

雀によって家々や城壁を地に突き倒してしまうであろう。

艦隊を率いてガリアを攻め,王の槍に倒れるであろう。

ローダルクスはスコット人とクソブリア人との問に

長い不和が長い期間続いたあげくに死に,

クソプリアは勢力を得た種族に与えられるであろう。
⑳⑳

カンブリア人はゲウィッシィ一族を,ついでコルヌビアの人々を

戦いで苦しめ,いかなる法も彼等を抑えはしないであろう。

カンブリアは常に洗血を喜ぶことであろう。

神に敵する民びとよ,何故汝等は流血を喜ぶのか。

カソブリアは,兄弟同志が相争い,それ故彼等の子孫に

おぞましい人殺しの罰を負わせるよう強いるであろう。

スコット人の軍隊は屡々フソベル河を渡り,

抵抗する人々を情容赦もなく打ち殺すであろう。

だがそれも無事には済むまい。指揮者は斬り殺されるのだ。

その折に勇猛振りを示す者は"馬"なる名を持ち,

またその後継ぎはわれらが国から追放されよう。

スコット人よ,汝の抜いた剣を疾く幹に戻すがいい。

荒々しいわれらが力に汝は耐えられはしないのだ。
⑳

アケルッドの町は崩壊し,スコット人が戦いに敗れるまでは

いかなる王もこれを再建することは決してないであろう。
㊨

シゲニーの町は塔も大いなる館も打ち壊され,

カンブリア人が昔の領地に戻るまでは嘆いていよう。
⑳

カエルペリスは狐の歯持てる者が再建するまでは
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52 ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)

Doneceamlocuplescumvulpisdentereformet.

UrbsLoelspoliatasuopastorevacabit,

DonecreddateicambutamvirgaLeonis.

UrbsRutupiportusinlittorastratajacebit;

RestaurabiteamgaleatanaveRutenus.

MoeniaMeneviaereparabitquintusabillo,

Perquempallasibireddeturdemptaperannos;

Inquetuo,Sabrina,SinucadetUrbsLegionum

Amittetquesuoscivespertemporalonga:
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Saxoniciregesexpulsiscivibusurbes,

Rura,domosquesimulpertemporalongatenebunt.

Exhisgestabunttertresdiademadracones;

DucentimonachiperimenturinurbeLeyri

Et,ducedepulso,VaCuabitmoeniaSaxo.

QuipriorexAngliseritindiademateBruti

Restaurabititemvacuatamcaedibusurbem.

Gensferaperpatriamprohibebitchrismasacrare

InqueDeidomibusponetsimulacradeorum.

PostmodoRomaDeumreddet,mediantecuculla,

Rorabitquedomossacrosacerimbresacerdos,

Quasrenovabititempastoribusintrolocatis.

Legisdivinaeservabuntjussasubinde,

Pluresexillisetcaelojurefruentur.

Idviolabititemgensimpiaplenaveneno

Miscebitquesimulviolenterfasquenefasque;
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ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)

港に打ち破られた城壁を見ていることだろう。
⑳

ローエルの町は獅子の王第がそれに牧杖を取り返すまでは

牧者を奪われ無人のままになっていよう。
⑬

港町ルツピーは岸辺に平たく横たわるであろう。
⑳

それをルテーニー人が兜を被った船で再建するであろう。
⑳

メーネウィアの城壁は彼から数えて五番目の者が修復し,

何年も奪われていた祭服が彼の手によって取り戻され,
⑳

サブリーナよ,汝がその胸に抱く軍団の町は倒れ,

長い期間に亘って住民を失っていることだろう。

だが,熊が小芋の姿でやって来た折に,再び彼等を取り戻そう。

サクソソ人の王達は住民を追い出し,町々を

田畠や家も共に長い期間に亘ってわがものにしていよう。

これらの者の内三に三倍する龍が王冠を戴くであろう。
㊨

レイーリーの町では二百人の修道僧が殺され,

サクソソ人が指導者を追い出し、城内を空にするであろう。
⑳

アソグル人の内第一番にプルートゥスの王冠を得る者が

殺教によって空になったこの町を再び建て直すであろう。

この野蛮な種族はわが祖国に塗油の礼を禁じ,
すまい

主の住居に異教の神々の偶像を置くであろう。

その後,ローマは頭布を媒にして主を取り戻し,
すまい

聖なる司祭が聖なる水でその住居を潤し,

牧者を内に置いて活気あるものにしよう。

直ぐに人々は神聖な法の命ずるところに従い,

その多くは当然に天国の幸せをも得るであろう。
らから

害毒に満ちた不敬な族は再度それらを冒潰し,

正と不正とを乱暴にも一緒くたにして,
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54 ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)

Vendetinextremosfinestransaequoranatos

CognatosqueiramqueTonantisinibit.

Oscelusinfandum!QuemConditororbishonore
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FerratistunicisetacutisensibusAnglos
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ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)

海を越えた遠くの国々に息子や縁者達を
いかづち

売りとばし,雷の神の怒りをかうであろう。

おお,言語道断の悪業よ!天の栄誉に値した

地の創造者が自ら自由意志で創り給うた者が

牛の如くに売られ,純に繋がれ引っ立てられて行くとは!

神に隣れまるべき者よ,最初王国を攻めたときに

すでに一度神の裏切者となった汝よ,よすがいい。

艦隊をもってデーソ人が襲来し,人々を服従させて

暫くの問支配者となり,また追い出されて戻って行くであろう。

二人がこれらの者に法を布くであろうが,王劣の貴さ故に

協約を忘れた蛇が尻尾の先で彼等を打つであろう。

またその後,船で海を渡って来る
⑳

前と後とに顔を持つネウストリア人が,
かたびら

鉄の惟子に身を包み,鋭い剣を揮ってアングル人を

烈しく攻め,全滅させ,戦いの勝利を得るであろう。

数多くの王国を服従させ,暫くは異国の民びとを

抑えていようが,やがて復讐の女神が

いたる処飛びまわって彼等に害毒をふり撒こう。

そのときは平和も信義も,また美徳もすべて消え去り,

いたる処市民は自国内で争い合うことであろう。

人は人を裏切り,友人とては見当たらず,

配偶者を蔑ろにして花婿は娼婦の許に赴き,

また花嫁は配偶者を侮って自ら求める男と契り合おう。

名誉が教会に守られず,秩序は消え失せ,

司教達はあるときは武器を執り,あるときは軍団の行軍に従い,

あるときは神聖な土地に城壁さえも築き,
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56 ジェフリー・オグ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)

Militibusquedabuntquoddebereturegenis;

Divitiisraptimundanotramitecurrent,

EripientqueDeoquodsacratyaravetabit.

Tresdiademaferent,pOStquOSfavorillenovorum

Quartuseritsceptris,pietascuilaevanocebit,

Donecsitgenitoresuovestitus,utapri
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Etduosuccedent,quisicdiademarotabunt,

UtmoveantGallosinseferabellamovere.

SextusHibernenseseteorummoeniavertet:

Quipiusetprudenspopulosrenovabiteturbes・
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Exponendoduumsibimysticabelladraconum,
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Attu,Vadedomummorientemvisereregem,

Odilectasoror,Thelgesinoquevenire

Praecipe:namqueloquidesideroplurimasecum・

VenitenimnoviterdepartibusArmoricanis,

DulciaquodidicitsapientisdogmataGildae・≫

ItGaniedadomum,Thelgesinumquereversum,
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ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)

貧しい者に与えらるべきものを兵士らに与え,

財産を奪われて世俗の道を走り,

神聖な司教冠の禁ずるものを神の手から奪い取ろう。

三人の者が王冠をかぶり,その後新来老らの気に入りが

四番目に王位に即き,その愚かな不敬さが禍するであろうが,

やがて父にならってみなりを改め,猪の牙を腰に帯びて

兜かぶりし者の霊を更に高く越えることになるであろう。
⑳

最高を求めたこの四人は順序を逆さまにして油塗られ,

その後更に二人が統き,その王冠のまわしようが

ガリア人を刺戟して恐ろしい戦いを自ら招くことになろう。
㊥

この六番目の者はヒベルニア人とその町々の城壁を覆し,

敬虔かつ賢明な彼は人と町とを新たなものにしよう。

私はかつて汲み干された池の岸に共に坐って
㊥

これらの事柄を更に詳しくウォルティーゲルヌスに語り,
⑳

二匹の龍どうしの戦いの謎を説き明かした。

しかしお前は館に帰っていまはのきわにある王に付き添い,
㊨

おお,愛する妹よ,それからテルゲーシーヌスに来るよう

言ってくれ。私は彼と多くの事を語り合いたい。
㊥

実際彼は賢者ギルダスの甘美な教えを学んで
@

アルモリカの地から最近帰ったばかりのはずだ。」

ガニューダは館に戻り,帰国しているテルゲーシーヌスと

すでに事切れた夫,それにまた悲しんでいる家来達を見た。

それ故涙にかき暮れながら友人達の間に崩れるように倒れ伏し,

髪をかきむしってこのように言った。

「ローダルクスの死を,ご婦人方よ,私と共に嘆き,
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58 ジェフリー・オヴ・マンハマス『メルリーヌス伝』(訳)
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ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)

私達の知る限りでは,当代今に至るまで,この世には

並ぶ者のなかったわが夫の死を悼んで下さい。

彼は平和の愛好者で,実際狂暴な民びとに法を布き,

人は皆誰の権利も決して誰からも侵されぬようにしたのです。

神聖な聖職者を過するには適切妥当な指導力をもってし,

王の権威において人々に高き者と低き者とを定めました。

気前もよく,多くを与え,殆ど何一つわがものとはせず,

為すべきは全て為し,彼の全ては全ての人の為にあったのです。

騎士の華,王の誉れ,王国の柱であったそのあなたが,

ああ,悲しいかな,はからずも岨虫にその餌食として

今は与えられ,あなたのお体は墓の中で朽ちて行く。

目もあやな絹の王床の後でこのような臥床がととのえられ,
はだえ

雪の肌が,王者然たる体駆が,このような冷い岩の下に葬られて,

あなたはただ塵と骨だけになってしまわれるのでしょうか。

確かにそうなのです。人間の憐れむべき宿命は永久に

人間がまた元の地位に戻ることをできなくしているのですから。

それ故,変幻自在で,力ある者を惑わし,害をなす

この世の名誉など死に行く者には何の役にも立ちません。

蜜蜂が蜜を塗っておいて,その後そこを剣で刺す,

それと同じで,この世の名誉は愛撫した者を一転して

裏切り,おぞましい尻尾の鞭で打ちのめすのです。

優れたものは惨く,持物で長続きするものはなく,

流れる水の如く役立つものも皆消え去って行く。

たとえ薔薇が赤らもうと,百合が白い花を咲かせようと,

人が,馬が,その他の諸々が美しかろうと,何になりましょう。

これも創造主の計いで,この世ではどうしようもないのです。
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60 ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)

FelicesigiturqulperStantCOrdepiato,

ObsequiumqueDeofaciunt,mundumquerelinquunt!
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ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)

それ故,常に心を清らかに保ち,神に従順で,

この世を捨てる者こそ本当に幸せです!

このような者にこそ,終りのない支配者,すべての創造主たる

キリスト様は,永遠の名誉に与ることをお許しになる。

それ故,位貴き方々よ,聾え立つ城壁よ,家々よ,

いとしいわが息子達よ,私はこの世のすべてを捨てて

兄上と共に森に住み,黒い衣に身を包んで
㊨

神に喜びの心をもって祈りを捧げるつもりです。」

こう言って,夫のた桝こ礼を尽した葬儀を行ない,

その墓石に次ぎのような碑文を刻んだ。

"この世にまたとなく寛大なりしローダルクス

かの大いなる王此処小さき壷に憩えり"
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註

①狂気(rabies)一般的な精神錯乱のはか,特に,ギリシャ語の〃αリ/α

(mania)同様,神の霊感におそわれた予言者の示す,一種狂的な神憑りの状

態をいう。furiae(1.72;208),furor(l.208)も同様に考えてよい。また,

古代では予言は韻文でなされるのが普通で,そのため「予言」,「予言する」

の意味で,muSa「歌」(ただしここでは「予言」と訳した),CanO「歌う」

(1.589)が用いられている。

④ロベルトゥス(Robertus)RobertdeChesney,BishopofLincoln(在

任1148-66)。この就任の年から推して,この詩が大体1150年頃のものとされ

るわけである。また,1.7の「先任者」とはAlexander,BishopofLincoln

(在任1123-48)のことで,ジェフリーは乃叫娩戒通り血祓通ではこの司教を賞

め称えている。

④リンコル=7(Lincolnia)リソカーソ(Lincoln)。1コーマ占領時代のラ

テソ名はLindum(Colonia)であった。

④オルぺウス…ラピーリウス詩人および音楽家の始祖的存在である伝説的な

オルペウスは別として,カメリーヌス,マケル(AemiliusMacer),マリウ

ス(MariusMaximus),ラビーリウス(GaiusRabirius)の四人は,トロ



62 ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)

イ戦争やローマ皇帝アウグストゥスの戦勝などをうたった,ローマ帝政初期の

ラテソ詩人。残されたものが殆どなく,詳細は明らかでない。ただ,いずれも

叙事詩を作っていることと,皆オウィディウス(0vidius)と同時代の人々で,

彼の励月期ね(『黒海よりの手紙』)IV.xviにすべてその名が挙げられていて,

`magniqueRabiriusoris'はそのままのかたちでそこに(l.5)に見出され

ることが注目される。

㊥デーメーティ7(Demetia)南ウェールズ。ウェールズ語ではDyfed。

㊥ウェネドーティ7(Venedotia)北ウェールズ。ウェールズ語ではGwy-

nedd。

⑦ぺレドゥールス(Peredurus)ウェールズの騎士物語Zbn血rの主人公。

したがって実在性は不明。Chr6tiendeTroyesのPerceval(英語では

Percival)にあたる。このウェ・仏の時代的前後関係については議論のある

ところである。

㊥スコーティ7(Scotia)アイルラソドから渡って行ったスコット人が占め

ていた地域。スコットラソドの高地地方にあたる。彼等は絶えず南下して,ブ

リトン人と対立した。

㊥グウェンノロウス(Guennolous)ウェールズ名はGwenddolau。註㊥参

照。

⑲abhellumdbellumの意に解する。

㊥クンブリ7(Cumbria)スコットラソド南西部Strathclydeにあったブ

リトソ人の王国。後出力ソブリア(Cambria)とは同語源の語で,「同胞(つ

まり,ウェールズ人)の国」を意味する(cf.Cumberland)。註@参照。

㊥ローダルクス(Rodarcus)ウェールズ名はRhydderchHael。居城は現

在のI)umbarton(<Gael.DunBreatann「プリトン人の城砦」)にあった。ウ

ェールズの伝説によれば,Arfderyddの支配者GwenddolauとこのRhyd-

derchが,つまりブリトソ人同志で,【紀元573年に】戦いを交えた時,

Myrddinは前者の家臣として従軍し,戦いに敗れたために狂気を発し,Coed

Celyddon(註⑩参照)に逃げ込んだというふうになっている。

㊥悲しみの旧約聖書的表現。例えば「ヨブ記」i.20;ii.12を参照。

⑭プリトン人は,五世紀初頭のSt.NinianOfWhithorn以下の熱心な布教

活動によって,五世紀から八世紀までの間にキリスト教化されていた。これに

対し,侵入者アソグロ・サクソソ人は,後に見られる通り,まだ異教徒として

ここでは扱われている。

㊥ウ=-ルズの写本に残る詩Afulenau(『林檎の木』)では,Myrddinが森の
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林檎の木に語り掛けて身の窮状を嘆いている様子が述べられている。

⑯4極仏独翻(註⑬参殿)と同様にMyrddinをうたった詩イ如仙川(『挨拶』)で

は,一匹の子豚がMyrddinの森の中での唯一の友となっている。

㊥ガ=エーダ(Ganieda)ウェールズ語ではGwenddydd。

㊥カリドーンの森(nemusCalidonis)ウェ,ルズ語ではCoedCelyddon

(註⑲参照)。正確な位置は不明であるが,あるいはカレードニア(Caledonia,

またはCalidonia),つまり,スコットラソドの森という一般的な意味かとも

いわれる。

㊥montesqtLequOque-teSquequOqueでは長短短短となって,この一脚

はへクサメクーの格に合わない。mOnteSquOque,あるいはmontesqueet

とすることもできようか。

㊥以下164行まで`Outinam'(已OIwish)に統く一文であるが,156行

以下の訳は原文をややはずれたものにしてある。

㊧ゲウェンドロエーナ(Guendoloena)ウェールズ語ではGwendolen。

(g)wen(男性形はgwyn)は「白い」(white)を意味する。174行のCandore

(=inwhiteness,inbrilliance)と呼応する。

㊨りリア工(Waliae)ウェールズ(Wales)。

⑳水蝮の花弁(foliumligustri)foliumは「花弁」の意に解した。またオ

ウイディウスのMdaWhoses(『転身譜』)ⅩIII.789に`Candidiorfolio

niveiGalatealigustri'(雪のような水場の花弁よりも白く輝いたガラテーアよ)

という同様な表現が見られる。

㊧ディード一,ピュルリス,プリセーイスの嘆きぶりは,いずれもオウィディ

ウスの有名な肋ゐ(『へ-ローイデース』)に感動的に描かれている。

㊧シゲー=-(Sigeni)ラテン名をSegontiumといったウェールズのCaer

Seint(英語名Caernarvon),あるいは,ウェールズ詩EdmygDinbych

(『テンピー礼讃』)に出る,CoIIWyの近くのCaerSeoIlがそれと関係がある

ようにも思えるが,明確でない。

㊧グウィエランドゥス(Guielandus)ケルト系の名と思われるが,ゲルマン

系だとすればWieland(Weland)か。

㊥ahortiSあるいは54行と同様に,Obortisとするのが正しいかとも思うが,

訳は原文に従った。

㊧ウィルゴーの水道(Virginisurna)VirgoまたはAquaVirgoのこと

で,アグリッパ(MarcusVipsaniusAgrippa)が紀元前19年にローマに引

いた水道(aqueduct)。この名は,ある一人の乙女(virgo)がその水源を見
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つけたことによるといわれる。公共浴場に給水する他,夏には水泳ぎが楽しめ

る程の広い池をつくっていたようである。また,オウイディウスのA得A桝〃-

toria(『恋愛術』)III.385-88から判断すると,このVirginisはaestusに

もかかり,敷紆すれば,「太陽が処女宮(Virgo)に入る夏の炎天下のウィル

ゴーの水道」ということになる。

㊥これは,オルペウスが,愛妻エウリュディケーの死後,一説には男色を好ん

で,女性にまったく関心を示さなかったため,トラキアの女達がその冷淡さに

怒ってバッカスの祭の際に彼を襲い,ずたずたに引き裂いた彼の体をへブルス

河に投げ込んだという伝説に言及したもの。

㊨コンスタンティーヌス(Constantinus)ウェールズ語ではCustenhin。

プリトソ壬。ローマ軍撤退後もPrマ文明の持つプレスティッジは高く,支配

者達は屡々ローマ風の名前を持っている。

㊥コナーヌス(Conanus)ウェールズ語ではCynan。

㊥254行以下に展開した,ガニューダの髪に付いた木の葉,同一人の死につい

ての三つの予言,また貧しい門番と靴を買う若者に関する,愉快な,興味ある

ェピソード(cf.1.1:`musamquejocosam')のソースと類話については,

LewisThorpe:"Merlin'sSardonicLaughter,"StudiesinMbdieval

塩物励肌=醜上山喝叫卵お目助鵬叩q/乃融加崩1御地血〟(ed.byW.

RothwelleLal.:ManchesterUniversityPress,1973),323T39を参照。

㊨以下680行までの予言は,大体戊血液り毎仰山勤地肌壷のChap・112-

14(Faral,pp.19ト94),つまり,IWhetiaeMbrliniの最初の部分に相当する。

㊨コルヌビア(Cornubia)コーソウォール(CornWall)。

㊥サブリーナ(Sabrina)セヴ7-ソ河(theSevern)。

㊥カエルケリー(Kaerkeri)ラテソ名をCoriniumといった現在のCi-

rencesterのことかとも思われるが,不明。なお,町の名前に多く残るkaer

(caer),CaSter,CeSter,Chesterは,いずれもラテソ語のCaStrum(≠fort)

に由来し,かつてローマ軍の城砦のあった場所であることを示している。

㊥カンブリア(Cambria)ウェールズ(Wales)。ウェールズ語ではCymru。

註⑪参照。

㊥ゲウィッシー族(Gewissi)ウェールズの南東部にいた種族の名。

@アケルッド(Acelud)励twia物BitGnniaeではAIcludその他の

名で出て来るダソノミートソ(Dumbarton)のこと。註㊥参照。

⑲シゲニー(Sigeni)Sig芭ni,Sig芭ni(1.235)と母音の長短が異なっている

が,同一の町と思われる。註㊥参照。
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㊤カエルぺリス(Kaerperis)ポートチェスター(Portchester)。

㊨ロー工JL(Loel)カーライル(Carlisle)。ラテン名はLuguvalium。

⑲ルツピー(Rutupi)リッチノミラ(Richborough)。本来のラテソ名はRu・

tupiae。

㊥ルテーニー人(Rutenus)ルテーニーはガリアの種族の名。

⑮メーネウィ7(Menevia)ウェールズ名Mynyw(英語名はSt.David'S)。

⑯軍団の町(UrbsLegionum)カーレオソ(Carleon)。かつてローマ軍の

軍団(legio)の宿営地であったことによる。ラテソ名はIsca。

㊨レイーリー(Leyri)レスクー(Leicester)。ラテン名はRatae。

⑲プルートゥス(Brutus)伝説的な初代プリトソ王。したがって「プルート

ゥスの王冠」とは「ブリトソ王の王位」を意味する。

㊥ネウストリ7(Neustria)フラソスのノルマソディ(Normandy)。

⑳Vice,Yer紬このコンハマは不要。

㊥ヒベル=7(Hibernia)アイルラソド(Ireland)。

㊥ウォルティーゲルヌス(Vortigernus)プリトソ王Vortigern。

㊥。晩血南扇軸物の鋸地肌海中の月明卵融血β几励磁通にあたる部分(Faral,

pp.186-203)を参照。

㊨テルゲーシーヌス(Thelgesinus,l.733ではTelgesiIluS)Taliesinの

こと。このクリェシソは元々六世紀に実在したウェールズの宮廷詩人(bard)

であったが,後に伝説化され,月彿鵬罰祓ゐ彿(『クリエシソ物語』)に,伽-

♪加fi朗鳳短働壷に見るメルリーヌスと共通した,超自然的な能力を持つ人間と

して,その出生の事情や神童ぶりが描かれている。

㊥ギルダス(Gildas)賢者ギルダスと称される六世紀の史家で聖人。プリト

ソ人。ββ励ci成0gfC翻御粉如月相加彿ゐ(『プリタニア滅亡史』)を著わした。

ウェールズやアイルランドにも滞在したことがある他,晩年はフラソスのブル

ターニュですごしたとされている。

㊥7ルモ=力(Armonica)フラソスのプルタ,ニュ(Brittany)。この地

方には,アソグロ・サクソソ族の攻勢がいよいよ激しくなった五世紀の半ばか

ら七世紀の初めにかけて多数のプリトソ人が移住した。

㊥ここには,ウェールズの文学において詩人達が古来君主の備えるべきものと

して奨揚する,戦いにおける勇敢さや峻烈さ,平時における寛大さ,寛容さな

どの美徳にたいする,キリスト教的アソチテーゼが見られる。


